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◆ 第 42 回定例研究会 

日時：2007 年 3 月 10 日（土）13 時 30 分～17 時 30 分 

場所：西南学院大学学術研究所 大会議室 

若手研究者による報告会 

報告１．「南ベトナムにおける国内危機の高まりと米国の対応、1960 年 11 月～1961 年」 

筧 雅貴（九州大学大学院比較社会文化学府） 

報告２．「グローバル時代のリージョナル・ガバナンス―東アジアにおける新地域主義の展開―」 

徐 涛（九州大学大学院比較社会文化学府） 

報告３．「韓国の自由貿易協定戦略」 

李 洪光（西南学院大学大学院経営学研究科） 

 

◆ 第 43 回定例研究会（特別講演会） 

日時：2007 年 4 月 21 日（土）15 時～17 時 30 分 

場所：西南学院大学 法科大学院 2 階大講義室 

講演：「6 カ国協議の行方と朝鮮半島の統一」 

講師：李 鍾奭（韓国世宗研究所首席研究委員） 

 

◆ 第 17 回記念大会（共催：中国東北財経大学） 

テーマ：中国東北と日本九州 

開催日：2007 年 9 月 15 日（土）～16 日（日） 

会場：中国大連 東北財経大学 

第１日：9 月 15 日（土）（09:00 ～ 18:20） 

開会挨拶：徳島 千穎（東アジア学会会長・(株)ﾄｸｽｲｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ代表取締役会長兼社長） 

歓迎挨拶：艾 洪徳（東北財経大学学長） 

基調報告（09:15 ～ 10:15） 

１．「東北振興戦略背景の再分析―中国経済の直面する新課題―」 

金 鳳徳（東北財経大学国際経済貿易学院教授） 

２．「中国東北と日本九州」 

小川 雄平（西南学院大学商学部教授） 

共通論題研究報告 

（環境問題） 10:20-11:20 

１．「日中環境協力における地方の役割と可能性―日本・九州からの提案―」 

高木 直人（(財)九州経済調査協会調査研究部長） 

２．「資源負荷と東北振興発展対策研究」 

武 春友（大連理工大学生態計画発展研究所長・教授） 

（直接投資） 11:20-12:50 

３．「吉林省導入外資の評価と分析」 

李 玉潭（吉林大学東北亜研究院長・教授） 

４．「日本企業の対中投資資金調達戦略」 

王 忠毅（西南学院大学商学部教授） 

５．「日本企業の対中国東北地域投資分析」 



笪 志剛（黒龍江省社会科学院東北亜研究所長助理・研究員） 

（地域経済） 14:00-16:30 

６．「新時期の遼寧省の戦略転換とその背景」 

安 崗 （東北大学経済学部 講師） 

７．「東北旧工業基地振興と大連の戦略」 

趙 立成（中共大連市開放先導区工作委員会政治研究室主任・研究員） 

８．「日本九州地域の地域金融の現状と課題」 

西田 顕生（西南学院大学商学部准教授） 

９．「東北振興と蒙古東部の発展」 

包 思勤（内蒙古自治区発展研究中心処長・研究員） 

10．「東北振興と通遼市の発展」 

李 永剛（通遼市副市長） 

（経済統合・経済協力） 16:50-18:20 

11．「東アジア基軸通貨構想」 

工藤 憲男（西日本経済研究所長） 

12．「東北旧工業基地振興と日中経済協力の新課題」 

宋 魁 （黒龍江省社会科学院東北亜研究所長・研究員） 

13．「吉林省と日本の経済貿易関係」 

龐 徳良（吉林大学東北亜研究院教授） 

第 2 日： 9 月 16 日（日） 午前（09:30 ～ 11:30） 

（東アジア文化） 09:30-10:30 

14．「東アジアの近代化と文字政策」 

安達 義弘（福岡国際大学国際コミュニケーション学部教授） 

15．「東アジアにおける漢字統合について―近年中国漢字の統合趨勢を中心に－」 

海村 惟一（福岡国際大学国際コミュニケーション学部准教授） 

（日中若手研究者研究報告） 10:30-11:30 

16．｢国家政策に対する生活実践―延辺自治州一村の観光開発事業をめぐって－」 

林 梅 （関西学院大学大学院社会学研究科院生） 

 

◆ 「ビジョンと連帯 21」との交流会 

テーマ：東アジア共同繁栄の道 

開催日：2007 年 12 月 1 日（土） 

会場：西南学院大学西南コミュニティーセンター 

開会挨拶：徳島 千穎（東アジア学会会長・㈱ﾄｸｽｲｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ代表取締役会長兼社長） 

李 豪哲（ビジョンと連帯 21 会長） 

分科会（14:20～18:20） 

（政治部会） 

座長：綛田芳憲（北九州市立大学准教授）・金チョンミン（ビジョンと連帯 21 理事長） 

第１セッション（14:20～16:10） 

報告１「東アジアの平和と“分断国家”韓国」 

木村 貴（九州大学法学府博士後期課程） 

報告２「日韓関係の構造転換と方向性」 

ソン・ギソプ（釜山外国語大学外交学科教授） 

第２セッション（16:30～18:20） 

報告３「東アジアの平和と日本」 

綛田 芳憲（北九州市立大学外国語学部准教授） 



報告４「釜山と九州における NPO の連帯と交流の活性化方策」 

キム・ヘモン（釜山参与自治市民連帯事務長） 

（経済部会） 

座長：城戸宏史（北九州市立大学大学院准教授）・ウォン・ヒヨン（釜山大学研究教授） 

第１セッション（14:20～16:10） 

報告１「自動車部品メーカーの随伴立地の日韓比較」 

藤川昇悟（阪南大学経済学部准教授） 

報告２「釜山主要輸出産業における産業内生産段階別の特化構造に関する分析」 

パク・チェジン（東西大学国際関係学部教授） 

第２セッション（16:30～18:20） 

報告３「クラスター政策と地域イノベーションの課題」 

城戸宏史（北九州市立大学大学院マネジメント研究科准教授） 

報告４「日本の物流企業による釜山新港後背団地の戦略的活用の可能性」 

キム・クァンヒ（東明大学流通経営学科専任講師） 

（文化・観光部会） 

座長：安達義弘（福岡国際大学教授）・金泰萬（韓国海洋大学東アジア学科教授） 

第１セッション（14:20～16:10） 

報告１「日韓海峡圏における観光交流のあゆみ」 

田代雅彦（(財)九州経済調査協会調査研究部次長） 

報告２「インターネットを活用した釜山‐九州間における観光の活性化方策」 

イ・ジュンホ（㈱旅行博士理事） 

第２セッション（16:30～18:20） 

報告３「漢字における反訓という現象について」 

岩佐昌暲（熊本学園大学外国語学部教授） 

報告４「漢字字源からみた古代中国人の視覚思惟」 

ハ・ヨンサム（慶星大学中語中文学科教授） 

 

◆ 北九州市民講座の受託 

北九州市の市民講座（アジア理解講座～『東アジア地中海』の時代を拓く～）を受託し、講座の

企画・運営を行った。 

《アジア理解講座の概要》              コーディネータ：小川 雄平 

 日程 テーマ 担当講師 

6 月 27 日 プロローグ 小川 雄平 

7 月 4 日 東アジア地中海地域の物流 小川 雄平 

7 月 11 日 東アジア地中海地域の環境 矢野 正孝 

7 月 18 日 東アジア地中海地域の政治（1） 綛田 芳憲 

7 月 25 日 東アジア地中海地域の政治（2） 菅 英輝 

8 月 1 日 東アジア地中海地域の文化 安達 義弘 

8 月 8 日 東アジア地中海地域のビジネス（1） 城戸 宏史 

8 月 22 日 東アジア地中海地域のビジネス（2） 徳島 千穎 

8 月 29 日 東アジア地中海地域の観光 田代 雅彦 

9 月 5 日 エピローグ：パネルディスカッション  

 

 


